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平成19年8月15日執行

福島町議会議員選挙

選挙公報
選挙公報は、候補者が作成した政見、経歴等を

掲載して有権者の判断資料と選挙に対する関心

を高めるため発行するものです。

明るく住みよい町づくりのため私たちの大切な一票を生かしましょう

福島町選挙管理委員会
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●私の約束●

Q）新ブランドで豊かな基幹産業の町づくり

②「故郷はいいなあ」と思える町づくり

③スポーツを通じ、青少年健全育成の町づく

④社会教育充実で人づくり、町づくり

私の議会方針

G）駄目なものは駄目、無駄なものは無駄と
言います。

②町づくりの原点は教育です。

③基幹産業の徹底した復興と推進。

④町民の立場で予算執行に対するチェック。

⑤議会出席100％の実現を目指します。

しかた桝tで惨

終わりたくないJJ

この時期・■・

朝早くから、あらゆる世代、男女、職業を問わず、

昆布干しに忙しく衝いている。もちろん、主産業の

ひとつ、水勘D工場でみんな頑張っています。

皆机なんと桝脚噂。

福
島
町
、
財
政
が
厳
し
い
な
ら
、
皆
で
知
恵
を
出
そ
う
。

皆
で
一
緒
に
取
り
組
も
う
。
私
は
、
公
平
公
正
に
こ
の
福

島
町
に
住
む
喜
び
を
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じ
る
町
に
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま

す
。

行
政
・
護
会
は
、
町
民
の
為
に
の
み
あ
り
ま
す
。
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この選挙公称は、候補者から提出のあった掲載文を写真製版によって、そのまま印刷したものです。



福島町選挙管理委員会選挙公報（3）平成19年8月15R執行　　　　　　　　　福島町議会議員選挙

属
す
ぎ
む
ら
　
　
　
　
　
　
オ

鮒
杉
村
し
ろ
う
開

ご

あ

い

さ

つ

私
は
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り
約
十
三
年
間
の
議
会
活
動
に
打
ち
込

ん
で
参
り
ま
し
た
。
　
福
島
町
に
自
信
と

活
力
を
取
り
戻
し
た
い
気
持
ち
か
ら
再
度

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鶉
合
・
議
員
の
自
己
評
価
は
判
断
、

評
価
は
町
民
が
主
人
公
で
す
。
私
は

質
問
及
び
質
隆
（
発
言
）
は
十
二
分
に

述
べ
て
き
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と
自
負
し
て
い
ま
す
。
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福
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町
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米
一
次
産
業
の
確
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（
福
島
に
合
う
公
共
事
業
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兼
　
高
齢
者
社
会
の
充
実

※
　
教
育
文
化
の
向
上

町
民
の
声
を
行
政
に
！

『
協
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同
園

に
努
め
ま
す

予
想
さ
れ
る
広
域
合
併
問
題

属所無

金
沢
秀

い

i＝亡ち

64才

入
る
を
量
り
て
卦
ず
る
を
為
す

収
入
額
を
正
確
に
計
算
し
た
後
で
、
そ
れ
に

釣
合
っ
た
支
出
を
し
て
経
済
の
安
定
を
図
り

ま
す
。

志
と
能
力
の
あ
る
若
者
た
ち
が
議
員
に
な

れ
る
よ
う
、
い
ま
ま
で
の
選
挙
運
動
を
革
め
ま

す■・
町
長
は
、
4
年
の
任
期
が
切
れ
る
と
、
相
当

の
退
職
金
が
つ
き
ま
す
が
、
町
議
に
は
つ
き
ま

せ
ん
。
失
業
保
険
も
あ
り
ま
せ
ん
。

町
議
の
報
酬
や
年
金
は
「
低
い
ほ
ど
よ
い
」
と

の
意
見
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

普
通
の
勤
労
者
に
比
べ
、
低
い
報
酬
や
年
金
で

は
、
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人
や
、
資
産
家
な
ど
経

済
的
に
恵
ま
れ
た
人
で
な
け
れ
ば
町
議
に
な
る

の
は
不
可
能
に
な
り
ま
す
。
明
治
時
代
の
い
わ
ゆ

る
制
限
選
挙
へ
の
退
歩
で
す
。

無所属

新とミ
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76才
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つ

こ
の
度
の
選
挙
に
あ
た
り
、
哲
雄
の
二
丈
級
を

頂
き
不
徳
を
も
顧
み
ず
風
度
、
立
候
補
を
決
意

致
し
ま
し
た
。
過
去
二
期
八
年
間
の
議
会
活
動

を
通
じ
符
ま
し
た
青
重
な
体
験
を
生
か
し
て
豊

か
な
海
と
活
力
の
あ
る
漁
村
づ
く
り
に
全
身
全

霊
を
さ
さ
げ
て
更
な
る
皆
様
の
声
を
開
き
な
が

ら
、
町
政
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
に
最
与
の
努

力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
、

、
資
源
管
理
型
漁
薯
の
確
立
。

、
民
主
的
で
活
力
の
あ
ふ
れ
る
町
政
の
展
開
。

この一農あなたと福島を結ぶ椿！！

略　　歴

元　福島町議会議員2期8午

前　福島吉岡漁組理事7期21早
晩　福島町吉野町内会長6期10年

現　福島社会福祉協議合評鶉員

現　松前地区防犯協会福島史郎理事
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ご
あ
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さ
つ

＝
の
度
活
力
あ
る
福
島
町
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に
町
民
参
加
に
よ
る

豊
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
阜
度
立
候
補
致
し
よ
し
た

皆
後
志
の
ご
毒
草
ご
え
後
を
宜
し
く
お
額
い
い
た
し
ま
す

『
今
後
申
キ
間
の
取
り
払
み
』

「
　
漁
常
、
農
音
水
産
か
エ
昔
の
振
興

「
地
産
地
滴
の
取
り
組
み
」
　
「
魚
を
殖
や
す
ム
づ
く
り
の
推
進
」

「
　
自
然
環
境
を
活
か
し
た
滞
足
型
観
光
の
推
進

「
　
少
子
高
齢
社
食
に
対
応
し
た
革
杜
の
兎
実

「
子
供
達
に
福
島
町
な
ら
で
は
の
体
験
学
習
の
推
進
」

千軒生まれ
知内高級車
元　逢え蕗烏商首高音苧枚

P T A各長
乳　福島町長尊卑具合長
現　先薄塩自然侍護監現員
現　福島町鵠各浅見

この選挙公報は、候補者から提出のあった掲載文を写貞製版によって、そのまま印刷したものです
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わ かりやすく・町 民が 参 加できる議会 訝

■r＿学

政策的な提案 をする議会 をめざします

＊「開かれた敢合」をより進め

無 所 属

み

ぞ

√度 会 芸 才 ■愛 好 ノ

の制定 をめざ します。

■自立㈱ する漉濱をめざして… ・日

①「福島ブランド」の開発（異業種連携等による）

②新しい起業に挑戦できる支援システムの創設

③循環型産業の推進（リサイクル・生ごみ堆肥化等）

（彰ネット販売0町ホームページ活用）の推進

■自立㈱する人づくりをめざして…＝・ べ（か町ぐるみで取り組む幼児教育の推進

②子どもから大人まで参加する生涯学習の推進 墓 室

■自立（律）する行政をめざして… ・日

住）行政サービスの効率的な運営

②主体性をもった自治活動の推進
5 9 才③行政情報の積極的公開・共有

④行政サービスの外部委託

⑤所管団体との人的連携（交淀）

子供に夢を闇相手を！
人口減が激しい。将来が見えてこない現実1「山」と「海」をキーワードに活性化を！

盈
〔考え〕

無所属

・山と海を利用した事業の

起業化

（薬、化粧品、水、山菜、

ペレット、リサイクル、
佐 さ

藤 ∈

自然エネルギー）
・道内・本州の企業の誘致提携

・都会からの移住計画促進

・自然を魅せる観光 つ
孟 …

4 5 才

・空き家対策

・教育に人と予算を

・町民にわかりやすい行政を

1
なんとしても町外流出人口を食い止め、

福島町出身者を呼び戻したい！

「．面の政策日標〕
①　水産業の推進

水産貰、水産か工賃にカを入れなければ、
町に活気は出てこないし、地産地裾は生まれ
れない。マリンビジョン計画の見直しを勧め
まかせるのではなく、行政が今以上に水産貴
に参か・協力する体制づくりが必貴。

②　まちづくり基本条例
どこの市町村にでもあるような条例を

つくっても意味がない。一般骨閂で堤言した
他市町村の見本となるような、福島町独自の
オリジナリティーあふれる条例づく　りを。

③　教育環境の整備
一般曾周で提言した、学枚の直丘配置計画

を利用し、将来の学夜飯廃合のえ実・推進。

④　適正予算の執行
赤字再建団体に陥らないためにも、

必妥な事務・事業予算を推進すると共に
ムダな予算の削減を明確にゲ

⑤　市町手寸合併
自主自立を温故した福島町。しかし

将来的な人口減タなどを考えれば、新たな
市町村合併も視野に阜組織が必蚤。

⑥　新たな議会改革
・委員会発言のあり方を見直し。
・政務胡査費の廃止。
・4牛後の議員定数を8人に。

j軋Jl鮎把磨船舶

無所属

きき
むむ
らら

ぴ
及茹排し吉3秒　27才
未来を拓く27才JJ

この選挙公報は、候補者から提出のあった掲載文を写真製版によって、そのまま印刷したものです。
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現場主義で書号の

た助に頑張り春雷J
昭和41年から40年間、役場に奉職し町

民の皆様に大変お世話になりました。向後

は微力ながらその経験を生かし、郷土福島

町への息返しをしたいと思っております。

1．手写つくり鯵ひとつくけからJ H・人材育成

はまちづくりの早道です。あらゆる分野に対応できる人

材の育成と登用を推進します。

2子供と高弁者が儀康で快適に暮らせる

謬ちウくけを推進し手書……コミュニティハ’スの運行、

育児相肢、育児ホットライン、こどもと高齢者が利用で

きる地域内小公園づくりに努力します。

3事■土という財産の活用を推進し手書…・・

一村一品づくりと遊休地を活用し子供から大人まで、

一人一坪耕作運動で、ものづくりを提唱します。

4．財微書生化を推進、将来に負担・不毛功等い審ち

づくけを推進し手書・日日・将来の負担を明確にし、

事業の優先顆位を決め、財政破綻の阻止に努め将来

安心して暮らせるまちづくりを推進します。

塔　屋

昭和28年10日面貌市生まれ　昭和光年東電市正絶島中学膜卒業
昭軋】9年廻凸面翳工業高職（化学科）卒業　昭和朋年弘口車聡短期

大学卒業：唱朋J】年福島町役場勤頸（税粍繁宵壱員台企画蕎員一
水産商工広Ⅰ頭韻菖総耗町巨福祉産幕等蕗盲緊）平成柑年楓鳥町

税董t定年過験　FJ観光協昏理事　≡岳築】町内会清掃部長　千軒
地域活性化実行毎理事　面舵写真t高台昏長　北海堰行政■土台会員

監
か
わ
　
幸
せ
　
　
　
　
　
才

相
可
粛
多
ぎ
耳
“

前回選挙の投票結果（平成15年8月17日）

投　 票　 区 投　　 票　　 所 有権者数 （人） 投票者数 （人） 投 票 率 （％）

1 福島町役場 80 1 68 2 8 5．14

2 日向生活館 372 30 9 8 3．0 6

3 白符ふれあいセンター 392 3 50 8 9．2 9

4 宮歌生活館 38 5 32 5 84 ．4 2

5 吉岡漁村環境改善総合センター 4 90 42 3 8 6．3 3

6 館崎生活館 162 14 4 8 8．8 9

7 吉野母と子の寮 23 7 195 8 2．2 8

8 松浦生活館 104 94 9 0．38

9 浜中母と子の家 73 1 5 87 8 0．30

10 塩釜生活館 119 105 8 8．24

1 1 浦和生活館 8 1 72 8 8．89

12 岩部生活改善センター 2 3 22 95．65

13 福祉センター 1，00 6 8 33 82．80

14 三岳母と子の家 19 1 149 78．0 1

15 三岳寿の家 173 153 88．44

16 千軒寿の家 13 7 130 94．89

計 5，404 4，573 84．62

この選挙公報は、候補者から提出のあった掲載文を写真製版によって、そのまま印刷したものです。
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福島町議会議員選挙
投票日は、8月15日（水）
投票日当日は、平日（水曜日）で、役場職員は投票事務のため各投票所に配置されて

いますので、役場窓口などの業務でご迷惑をおかけする場合もあると思いますが、町民

皆様のご協力をお願いいたします。

★当日の投票時間は、年前7時から

第12投票所（岩部）は午後4時、第16投票所（千軒）午後5時

第10投票所（塩釜）、第11投票所（浦和）は午後6時までです。

それ以外は午後7時までです。

★投票日に、仕事や旅行などで投票にいけない方は、

期日前投票を活用しましょう。

◎期日前投票は、8月11日（土）から8月14日（火）までです。

◎福島町役場は午前8時30分から午後8時まで

吉岡支所は午前8時30分から午後5時まで

投票は町政参加の第一歩

この選挙公報は、候補者から提出のあった掲載文を写真製版によって、そのまま印刷したものです。


